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本設備は、従来の金属製熱交換器では製作不可であった螺旋状の熱交換器形状を可能とし、排ガスと燃焼用空気の
熱交換面積を大幅に拡大している。また材質であるSiCは金属対比で熱伝達率が非常に高い為、熱伝達効率も改善し
ている。
これにより、切替弁や蓄熱体などの複雑な燃焼機器を必要とする為に初期・ランニング費用ともに高額となるリ
ジェネバーナ並みの燃焼効率を本設備のみで実現をした。
また材質のSiCは金属と比べ熱衝撃への耐性が非常に高い事から、金属と異なり高温・高炉点に曝されての劣化が殆
ど無い為、従来の金属製熱交換器対比で非常に長寿命となっており、経年による熱交換効率の低下の問題も少なく
なっている。
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本設備についてはSiCを螺旋状に成形する為、３Dプリンティング技術を採用している。これにより従来の金属製熱
交換器では製作上の制約から出来なかった螺旋形状での成形を可能とし、大幅に熱交換面積を拡大する事でバーナ
―排ガスからの熱回収効率を改善している。
また、熱交換器の素材にSiCを材料とする事で、燃焼排ガスから燃焼空気への熱伝達効率を大幅に改善するととも
に、熱交換器本体の寿命延長も可能となっている。

E.製造業

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図
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燃焼空気

熱交換エリア

燃焼排ガス

互換性あり

従来型バーナ DINCS

本設備では以下方法で熱交換器方式でありながらリジェネレーティブバーナ並みの燃費改善による省エネ
が可能となっている。
①熱交換器形状
本設備は下図の通りラジアントチューブの排気側にバーナー排ガスから熱を奪い蓄熱する蓄熱体(以下ス
パイロコア)と燃焼用空気と熱交換させる熱交換器(以下ヒートコア)からなる。双方とも螺旋形状とする
事でスパイロコアは輻射効率を最大化、ヒートコアは熱交換面積を最大化させる事でバーナー排ガスから
の効率的な熱回収を可能としている。
②材質の変更
スパイロコア、ヒートコアともに材質を金属に比べ熱衝撃性に優れ、熱伝導率も大幅に高いＳｉＣとする
事で設備寿命を大幅に改善させつつ熱交換効率の改善を可能とした。

本設備は、既存の熱交換器システムの設置位置に取り合い部を小改造するのみで設置可能である。

よって、新設設備のみならず金属製熱交換器を採用する熱処理炉全般に、ラジアントチューブの

交換や配管・電磁弁の増設といった大改造が必要なリジェネバーナ化の改造に比べ、下図の通り

既存熱交換システムと取り合い部に互換を持たせている為、短い炉停止期間で改造が可能である。

なお、従来の燃焼システムによるラジアントチューブバーナを装備した弊社製バッチ式熱処理炉

（24ton/チャージ）の燃焼設備をDINCSに切り替えた事例においては、従来の燃焼システム使用

時の燃料原単位が34.03m3N/tonであったのに対し、DINCS導入後は30.56m3N/tに低下しているこ

とから、この事例でのDINCS導入による省エネ率は10.2％であった。


